グローバルＣＯＥ　「コンフリクトの人文学」ワークショップのお知らせ
経済社会の変容とコンフリクト
－フランスと日本における労使関係－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(通訳つき)
フランス・労働経済社会学のエキスパート３名が原山哲教授(東洋大学)のご尽力で来日します。この機会に大阪大学においで頂き、フランスと日本の国際比較の視点から、経済と労働の転換、とりわけ労使関係をめぐって、ワークショップを開催することになりました。

このワークショップ、フランス語の堪能な原山哲先生（大学東洋大学教授　専門：フランスと日本の医療従事者の比較）が、すべて通訳しながら進行して下さいますので、フランスの階層状況、労働をめぐる格差（正規雇用と非正規雇用との格差、ジェンダー間の格差）に関心のある学部生・院生の方々は、気軽に参加してください。
マルク･モーリス（Marc MAURICE）
　　　　　　　　フランス・労働経済社会学研究所名誉研究員
　　　　　　　　　　国際比較としての社会分析の展開と労使関係
フィリップ･モッセ（Philippe MOSSE）
　　　　　　　　フランス・労働経済社会学研究所主任研究員
  　　　　　　　　　プロフェッショナリズムの社会経済学
ティエリ･リボー（Thierry RIBAULT）
                リール大学教授　
 　　　　　　　　　　サーヴィス部門の労使関係
日時　５月１５日（木）１４時～１７時
会場　大阪大学大学院人間科学研究科　東館　２０５講義室
                        　　　問い合わせ先：
     　　　　　　　　　　　　 大阪大学大学院人間科学研究科社会系事務室
                       　　　　　　　　　　　　　　電話　06－6879－8138
フランス・労働経済社会学研究所は、これまで、フランス、ドイツ、日本などにおける社会調査による国際比較による研究を蓄積してきました。M.モーリスらの提唱した「社会分析」（Analyse Socielale）とは、収斂理論のパースペクティヴにたいして、社会のコンテクストにねざした分析の変数の値の組み合わせを重視しようとする国際比較のアプローチです。３名の報告者は、いずれも、日本における研究の実績のある経済学者、社会学者です。
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